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表 1 実習のステップ
段階 実習時期 実習科 目 単位数
第 I段階 1年次前期 ふれあい看護実習I 1 
1年次後期 ふれあい看護実習I 1 
第I段階 2年次前期 基礎看護実習I 1 
2年次後期 基礎看護実習I 1 
第I段階 3年次後期 母性看護実習 2 
から ホスピスケア実習 1 





第W段階 4年次則期 ケアシステム実習 2 
第 V段階 4年次前期 看護総合実習 4 





































A=たいへん良くできた (80，.-.._，100)， B =ょくできた





















ザA主4ー 生 評 価 一致度




A 194 109 23 2 328 59.1 
貝 B 52 152 37 。 241 63.1 
評 C 10 10 4 1 25 16.0 
価 D 。 。 。。 。0.0 
百十 256 271 64 3 594 






ザ，.u.t，.ー 生 評 価 一致度
A B C 
計
D %1) 
教 A 247 83 6 
。 336 73.5 
貝 B 71 144 25 。 240 60.0 
評 C 4 5 8 1 18 44.4 
価 D 。。。。 。0.0 
言十 322 232 39 1 594 
























A B C D (%) 
H 学生より教員 109 60 3 172/5941) 29.0 ~ 
9 が上位評価
* 年 学生より教員
62 10 。 72/5941) 12.1 度 が下位評価
H 学生より教員 53 37 2 115/5941) 19.4 l 
10 が上位評価
* 年 学生より教員
25 6 1 × 88/5941 )113.5 _ 度 が下位評価













表 5 平成10年度基礎看護実習 Iにおける実習目標に
ついての学生自己評価と教員評価との関係 N=94
ィA主4ー 生 評 価
A B C D 
教 A 52 66 23 
。
貝 B 32 93 59 3 
三平 C 8 16 21 3 
価 D 。。。。
計 92 175 103 6 


















寸A主4ニー 生 評 価
A B C D 
教 A 115 53 17 
。
員 B 26 36 20 。
評 C 1 6 6 2 
価 D 。。 1 。
言十 141 95 44 2 









































66 82 6 154/3761) 41.0 -
目学生より教員 * 
標 が下位評価
40 16 。 56/3761) 14.9 J 
実 学生より教員
習 が上位評価
53 37 2 92/2821) 
態学生より教員












ρ寸h一ら 生 評 価 一致度
計 %1) A B C D 
教 A 49 88 35 3 175 28.0 
貝 B 26 113 73 5 217 52.1 
評 C 4 25 35 1 65 53.8牢
価 D 。 1 2 。 3 0.0 
計 79 227 145 9 460 













A寸i三d与A 生 評 価 一致度
計 %1) A B C D 
教 A 49 46 7 l 103 47.6 
貝 B 11 27 19 2 59 45.8 
百平 C 。 5 12 2 19 63.2* 
価 D 。 。 2 1 3 33.3 
言十 60 78 40 6 184 
















A B C D (%) 
実 学生より教員 88 108 9 205/4601) 
習 が上位評価
12.6 j*目学生より教員 30 26 2- 58/4601) 標 が下位評価




























































たいへん良くできた (80~100)， B =ょくできた (70
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